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研究成果の概要：発育の縦断的解析による基礎研究から得られた知見を活用し、発育の視点か

ら子どもの健康を守る具体的方法を提供することを目的とした。基礎研究では、日内変動や週

内変動、季節変動などの規則的リズムが成長段階においてどのように形成されるかを把握し、

それらの身体リズムと健康との関連について検討した。一方で簡単にグラフが描ける「発育グ

ラフソフト」を開発し、子どもの健康を発育的視点から継続的に見守ることの必要性を啓発し

た。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,300,000 0 1,300,000 

２００７年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

２００８年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 630,000 4,030,000 

 
 
研究分野：発育健康学 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学 ・ 身体教育学 
キーワード：身体発育発達学、保健健康管理、発育グラフ、身長・体重、成長段階、日内変動、

週内変動、季節変動 
 
１．研究開始当初の背景 
 子どもの発育には、身体の健康状態のみな
らず心の健康状態まで現れることがこれま
での研究から明らかになっている。しかし、
教育現場では身体計測値を健康管理のため
にどのように活用したらよいか周知されて
いなかった。また、発育と健康との関連を裏
付けるさらなる基礎研究も必要であった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、ヒトの発育を縦断的に追跡し、

科学的に解析して発育を正しく評価し、子ど
もの健康に役立てることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)基礎研究 
乳幼児から思春期に至る子どもの身体計
測データを収集して解析を行い、発育の経過
や変動の特徴などを明らかにする。また、規
則的なリズムである日内変動、週内変動、季
節変動などが成長段階においていつどのよ
うに出現するのかを詳しく把握し、不規則変

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2006～2008 

課題番号：１８５００４５７ 

研究課題名（和文） 身体発育の縦断的解析による基礎研究と健康への応用 

  

研究課題名（英文） Basic research on physical growth by a longitudinal analysis and  

the application for health in children 

  

研究代表者  小林 正子（KOBAYASHI MASAKO） 

女子栄養大学・栄養学部・教授  

       研究者番号：５０２６２０６９ 



 

 

動については、その変動が正常範囲か異常で
あるか見分ける方法を検討する。 
(2)健康への応用 
発育データをパソコン入力すると自動的

に発育の経過が基準の曲線上にグラフ化さ
れ、しかも肥満・やせなど身体状態が縦断的
に把握できる効率的なソフトを開発する。こ
れを学校などの教育現場に配布して、発育と
いう視点に立った健康管理の有効性や、子ど
もの発育を一貫して見守ることの重要性を
啓発していく。また、多くの事例を氏名を伏
せて全国より収集、検討し、グラフから発育
と健康との関連がわかる事例集を作成する。 
 
４．研究成果 
(１)ヒトの発育は波動を伴って進行する。日
内変動、週内変動、季節変動などに加え、自
己回帰過程の波動も生後 6ヵ月頃から検出さ
れた。また、幼稚園や学校に通うようになる
と、社会の１週間周期に順応して、次第に発
育にも１週間を単位とする週内変動が現れ
る。小学生には週半ばと週末に身長・体重の
増加するリズムがみられた。 
 
(２)発育には規則的波動に加えて不規則な波
動が混在する。不規則な波動はなんらかの原
因によって発生するため、発育状態を詳しく
観察すれば、多くの健康情報が得られること
になる。例えば、普通は体重が増えない夏に
体重がとくに増加する不規則な変動のため
に肥満になる子どもがいるが、これは夏休み
前に保護者も含めて、夏休み中の生活リズム
が乱れないよう指導を行うことで大幅な体
重増加を防ぐことができる。発育の基礎研究
による根拠に基づいた説明を行うことで効
果が上がるといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
肥満：夏の体重増加がみられた例 

また、ストレスが高いと身長や体重が増えな
かったり、体重の変動が大きくなったりする
など不規則な変動がみられる。そのため、発
育グラフを見ることで心の健康状態を推察
することも可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母子分離不安で身長・体重の増加が鈍い例 
（グラフから何らかの病気を疑い受診を勧
めたところ、精神的な問題であることが判明
した） 
 
さらに、摂食障害などの早期発見も可能だが、
中学や高校になると 1年に 1回しか身体計測
を行っていないため発見が遅れる。学期毎あ
るいは少なくとも年 2回は身体計測をしてグ
ラフに表すことが必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
摂食障害：発症は高校入学直後だった。 
 
 



 

 

【総括】 
発育をグラフとして表すことで、その子ど

もの心身の健康状態や発育段階、生育環境な
どを知る手がかりとなることがより明らか
になった。これより、幼児から小中高校生ま
での様々な事例を掲載した報告書を作成し
たので、今後も「発育グラフソフト」と共に
全国の教育現場に配布し、発育グラフが児童
生徒の健康を守り、支援を行う上で有用であ
ることを啓発していく。 
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